
鱈
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
：
・
…
・
大
臣
官
房
調
査
統
計
課
・
070777

大
学
入
学
試
験
委
員
会

(
C
E
E
B
)
、
大
学
進

学
に
必
要
な
最
低
学
力
基
準
を
示
す
（
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
）
／
敦
育
科
学
省
、
外
国
語
敦
育
の
改

善
方
向
を
提
示
（
イ
ギ
リ
ス
）
／
手
工
業
連
盟
が

ハ
ウ
。
フ
ト
シ
ュ
ー
レ
の
改
革
を
要
求
（
西
ド
イ

ツ
）
／
新
労
働
党
内
閣
の
教
育
相
と
教
育
政
策

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

鬱
文
部
省
の
ま
ど

学
術
審
議
会
中
間
報
告
「
学
術
研
究
体
制
の
改

善
の
た
め
の
基
本
的
旋
策
に
つ
い
て
」

,

0

e

.

。
・
・
学
術
国
際
局
学
術
諒
：

0

．81

昭
和
五
八
年
度
学
校
基
本
鯛
査
の
結
果
（
速
報
）

に
つ
い
て
。
…
…
…
…
。
・
大
臣
宣
房
調
査
統
計
諜
゜
°.85的

推
進
施
策
に
つ
い
て

大
学
等
に
お
け
る
生
命
科
学
研
究
の

国
立
科
学
博
物
舘
筑
波
実
験
植
物
園
•
…
…
·
…
…
…
…
;
：
゜
：
゜
：
黒
川

「
昭
和
五
七
年
度
海
外
励
務
者
子

女
教
育
に
閲
す
る
総
合
的
実
態

調
査
結
果
」
の
概
要

：
●
●
：
天
巨
官
房
調
査
統
計
課
…
88

過
大
規
模
校
の
実
態
調
査
結
果
に

つ
い
て
：
…
…
…
：
管
理
局
助
成
課•
9
0
1
9
1

芸
術
祭
懇
談
会
の
発
足

．．． 

。
・
・
文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
：
0093

児
童
生
徒
等
の
急
増
a

急
減
対
策

等
に
関
す
る
連
絡
会
議
に
つ
い

て
…
…
…
…

o
e

・
大
臣
宣
房
総
務
課
…
94

文
化
財
紹
介
鬱
金
銅
環
頭
（
三
輪
嘉
六
）

名

作

シ

リ

ー

ズ

鬱

無

我

（
解
説
小
林
忠
…
66)

コ

•
9
a
S

口

a
d

●
a
闘

5
9

肉
部
敬
生

追：占
067

学
術
国
際
局
研
究
機
関
課

2
 

6
 

••• 

学
術
国
際
局
研
究
助
成
課

▽
行
政
施
策

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
と
そ
の
理
科
教
育
・
…
…
…
…
…
…
…
：
高
野

文
彦
：
50353

戦
後
の
理
科
教
育
の
変
遷

久
雄
：
047

生
物
教
育
に
お

る
二
こ
―
―
の
間
題
・
・
・
o.

。；:
... 。
•
…
…
•
山
極

降
嘉

脳
研
完
と
教
育

伊
籐

正
男
・
・
邸 ー?J

 

考日：゚
、J'J
i

f)
：・:9 .. 

遺
伝
学
・
進
化
学
の
新
し
い
展
開
；
．．
 
，0
9
,
:…
…
…
…
•
•
,
：
飯
野

体
の
成
立
つ
仕
組

個
体
と
環
境

を
求

…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
0
c
●o
.
,
;：
青
木

岡
田

丙

μ

¥

6

窟
！
’oo.2

徹
雄
…
21

革
新
期
を
迎
え
た
生
命
研
完
：
：
…
…
…
·
：
…
…

•
•
•
o
o
.... ，
:o ... ，
:o ......... 
……•, 

．．．．．．．． 
4
 

（
出
席
者
）
山
村
雄
一
。
宮
崎

物
質
か
ら
生
命
さ
ら
に
精
神
に
向
っ
て
：
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

▽
対

（
い
生
命
研
究
の
歩
み
◎

郵
ば火

特
集
言
生
命
の
科
学

緑

第

二

七

六

号

昭
和
五
十
八
年
九
月

格
：
喜



芸
術
祭
懇
談
会
の
発
足

一一一一
i
 

一一~
文
化
庁
で
は
、
こ
の
た
び
芸
術
祭
懇
談
会
を
設

i
 一

置
し
、
昭
和
六

0
年
度
（
第
四

0
回
）
以
降
の
芸

i

術
祭
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

匹

と

な

っ

た

。

‘

”
同
懇
談
会
に
お
け
る
芸
術
祭
見
直
し
の
観
点
は

一
l

概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

'
芸
術
祭
は
昭
和
ニ
―
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

”
 一~が

、
現
行
芸
術
祭
は
、
昭
和
四
四
年
度
に
策
定
し

~
た
「
芸
術
祭
開
催
要
網
」
を
基
本
と
し
、
そ
の

一
ど
後
、
時
に
応
じ
て
要
網
の
一
部
改
正
を
も
っ
て
実

ま
施
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
、
時
代
の
推

移
、
芸
術
各
界
の
動
向
は
さ
ら
に
一
段
と
多
様
化

の省部
し
、
な
お
流
動
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
対

文
応
す
る
芸
術
祭
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
あ
り

ー

芸

術

祭

の

あ

り

方

を

検

討

ー
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
た
び
は
特

に
次
の
諸
点
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ
ら
と
関
連
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
あ
わ
せ
検
討
す
る
こ
と
と

な
ろ
う
。

〔

1
〕
民
間
の
芸
術
文
化
活
動
は
多
様
化
、
活

発
化
し
、
国
民
の
芸
術
文
化
に
対
す
る
欲
求
も
さ

ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
芸
術

祭
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
（
目
的
、
意
義
、
性

格
、
方
法
等
）
。

〔

2
〕
全
国
各
地
の
芸
術
文
化
活
動
と
芸
術
祭

の
連
動
な
ど
地
方
芸
術
文
化
の
向
上
に
資
す
る
た

め
の
芸
術
祭
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。
ま
た
そ
の
具
体
的
な
方
途
は
ど
う
か
。

〔

3
〕
国
際
化
時
代
の
状
況
の
な
か
で
、
芸
術

文
化
の
国
際
交
流
と
芸
術
祭
の
関
係
ほ
ど
う
あ
る

べ
き
か
。

な
痣
第
一
回
芸
術
祭
懇
談
会
は
、
七
月
二
九

日
（
金
）
、
第
二
回
は
九
月
七
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

こ
Q

f
 

ー

趣

旨

J

昭
和
六

0
年
度
（
第
四

0
回
）
以
降
の
芸
術
祭

に
つ
い
て
広
く
関
係
各
界
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
芸
術
祭
懇
談
会
を
設
置

す
る
。

2

構

成

等

①
芸
術
祭
懇
談
会
は
一

0
名
以
内
の
委
員
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

③
芸
術
祭
懇
談
会
に
は
、
専
門
的
な
事
項
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
芸
術
関
係
者
か
ら
な
る

実
演
芸
術
小
委
員
会
及
び
媒
体
芸
術
小
委
員
会

を
置
き
、
各
七
名
以
内
の
委
員
を
も
っ
て
構
成

す
る
。

⑱
芸
術
祭
懇
談
会
及
び
小
委
員
会
に

r

そ
れ
ぞ

れ
委
員
の
互
選
に
よ
る
座
長
及
び
委
員
長
を
置

＜
 

④
小
委
員
会
の
委
員
長
は
、
懇
談
会
の
委
員
を

芸
術
祭
懇
談
会
に
つ
い
て
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兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

3

会
議
の
開
催

芸
術
祭
懇
談
会
及
び
小
委
員
会
は
、
必
要
に
応

じ
て
随
時
開
催
す
る
。

4

会
議
の
庶
務

会
議
の
庶
務
は
、
関
係
課
の
協
力
を
得
て
文
化

部
芸
術
課
が
処
理
す
る
。

5

そ

の

他

こ
の
裁
-

実
施
す
る
。

”
 一

＾
想
談
会
＞
（
◎
印
座
長
、
〇
印
委
員
長
）

犬

丸

直

国

立

劇

場

理

事

長

◎

内

村

直

也

劇

作

家

江
藤
淳
文
芸
評
論
家
・
東
京
芸
術
大
学

教
授

博
報
堂
代
表
取
締
役
社
長

前
日
本
放
送
協
会
会
長

作
家

作
曲
家
・
日
本
芸
術
院
会
員

山
梨
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
館

長実
演
芸
術
小
委
員
会
委
員
長

倉
橋

健

近

藤

道

生

坂
本
朝
一

杉

本

苑

子

圏

伊

玖

磨

福

原

匡

彦

芸
術
祭
懇
談
会
委
員

福
田

登
川
直
樹
媒
体
芸
術
小
委
員
会
委
員
長

A
実
演
芸
術
小
委
員
会
＞

小
田
島
雄
志
演
劇
評
論
家
・
東
京
大
学
教
授

0
倉
橋
健
演
劇
評
論
家
・
早
稲
田
大
学
教

授

．
音
楽
評
論
家
・
東
京
芸
術
大
学

教
授

演
劇
・
演
芸
評
論
家

音
楽
評
論
家
・
東
京
音
楽
大
学

教
授

舞
踊
評
論
家

富
田

丹
羽

一
平 宏

正
明

小
島

美
子

藤

田

洋

演

劇

評

論

家

A
媒
体
芸
術
小
委
員
会
＞

加
藤
守
雄
放
送
評
論
家
・
文
化
学
院
講
師

佐
怒
賀
一
ー
一
夫
放
送
評
論
家
、
，

t

志
賀
信
夫
放
送
評
論
家

品
田
雄
吉
映
画
評
論
家

高

田

敏

子

詩

人

0
登
川
直
樹
映
画
評
論
家

門
馬
直
美
音
楽
評
論
家
・
洗
足
学
園
大
学

教
授（

文
化
庁
文
化
部
芸
術
課
）
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化g文財ヽ 政文化行 谷永井斎藤化行政文 れこ 化文 面塁化庁文 文化ロ かの と
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施策 策解説 ． 三． の 言 化財畠文 策興方 司^達安 歩の 会 文
のと 渡辺浦待期 色み 腐・
施策と 題課 保忠朱門 浦山鱈ー• I 15 

題課 . . 太郎 浜鳳
年

斎藤藤伊 田 と
展

示． 隆望
博子

青1
．． 

福原 広宗

． 保久信 加戸
田遠 羹辺山

塁匡彦 三力

一行守 郎助 一行 禰

次

号

目

次

▽
科
学
技
術
の
進
歩
や
、
学
術
研
究
の
成
果

は
、
国
民
生
活
の
向
上
や
社
会
の
発
展
に
大

き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。
最
近
、
生
命
科
学

（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
）
と
い
う
言
葉
が
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る

が
、
本
号
で
は
、
近
年
、
大
き
な
脚
光
を
浴

び
て
い
る
「
生
命
科
学
」
を
取
り
上
げ
、

II

生
命
と
は
何
か
I
I
”

転
換
期
を
迎
え
た
と

言
わ
れ
る
生
命
科
学
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
の
か
“
な
ど
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
生
命
研
究
の
動
向
の
一
端
を
紹

介
し
た
。

▽
厚
生
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
平

掏
寿
命
は
、
男
子
七
四
・
ニ
ニ
歳
、
女
子
七

九
•
六
六
歳
（
昭
和
五
七
年
）
と
な
っ
て
お

り
、
い
ま
や
「
人
生
八

0
年
時
代
」
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
し
で
も
長
生

き
し
た
い
と
願
う
の
は
、
人
間
だ
れ
し
も
同

じ
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
先
進
国
病
と
言
わ

れ
る
が
ん
と
心
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
上
昇

し
て
い
る
が
、
特
に
が
ん
は
、
一
昨
年
に
日

本
人
の
死
因
の
第
一
位
に
な
る
な
ど
、
社
会

的
に
も
大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
。

▽
政
府
も
、
先
ご
ろ
、
「
対
が
ん
一
〇
カ
年

総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
が
ん
研
究

の
推
進
を
強
力
に
進
め
て
い
る
が
、
分
子
生

物
学
や
遺
伝
子
工
学
な
ど
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
発
が
ん
遺
伝
子
の
化
学
的
構
造
の
解
明

や
、
発
が
ん
の
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
が
次
第
に
明
ら

か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
研
究
成
果
に

大
き
な
期
待
を
し
た
い
。

（
企
画
室
）

編 i
r----二

！集
'------. 

後！
;------
！記
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